
Tono festival 50th anniversary

　遠野まつりの中でも見どころの１つであ
る南部流

や ぶ さ め

鏑馬の最大の特徴は、介添奉行に
よる「よう射たりや」と叫びながら馬場を走
り抜ける作法です。介添奉行のはじまりは、
橘
たちばなのさこん

左近という若武者が流鏑馬で的を射抜い
た嬉しさのあまり、祖父が「よう射たりや」
と褒めながら馬に乗って追いかけたのが由
来と言われています。この掛け声は、盛岡
と遠野以外では聞くことができない貴重な
文化となっています。
　流鏑馬は五穀豊穣、地域の安寧を願って
行われています。当たり矢は縁起が良いも
のとして献上していた過去もあります。久
しぶりに馬場に響き渡る「よう射たりや」が
楽しみです。

鼓
つづみ

が前方に並び、後方には優雅
な山車を配置し、太鼓や三味線、笛の音を
奏でます。




